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第 4 章においては、《古今集》創作において、タンスマン《8 つの日本の歌》からどのような影響受け、そして雅楽を用
いた独自の創作へと向かっていったのかを概観した。 
 本研究によって、《古今集》で使われている音楽語法には、初期のドビュッシーからの影響を受けた平行和音、増 4 度
音程、全音音階から、それを発展させた半音階的な変化音、さらに、六人組やタンスマンが用いた複調などがあることが分
かった。さらに、松平は、タンスマンの言説や音楽からの影響のもと、こうしたモダンな語法だけに突き進んでいるだけで
はなく、「西欧的な色彩」をもった 3和音構造を用い、「古今集」の詩人の世界を抒情的に物語っていることも分かった。 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
〈審査会での演奏〉 
演奏プログラムは、松平頼則《古今集》という研究テーマに沿って構成され、信時潔、山田耕筰、ワインガルトナー、タ
ンスマン、橋本国彦（ピアノ曲）といった松平に関連性のある作品を取り上げ、松平を研究したからこのようなプログラム
になったと思える程魅力的なものとなった。体調的にも心配がなく艶のあるバリトンの音色で作品の持つ世界を見事に歌い
上げた。日本歌曲といった大きなくくりの中で、西洋と日本、現代語と古語、和歌や俳句と詩、翻訳といったそれぞれの関
連性などが見えた演奏でもあった。さらにそれらを具現するにあたり和歌や俳句を音楽にするときの言葉としての難しさが
表現の難しさになったり、今回四つの異なる原語作品を演奏し、原語に対する未熟さを露呈した部分もあり、今後発声を含
め、外国語に対する意識、言葉を扱う技術の尚一層の向上が望まれる。 
〈論文〉 
予備的研究から松平頼則に絞り込み《古今集》で扱われている音楽語法がどの様に形成されたかを明らかにしている。フ
ランス音楽の受容について師表と対立軸という観点から音楽を捉えている点が新しいとの批評があり、また、タンスマンと
松平の人的交流があったところまで論じた文章はあるが、音楽的な中身にまで踏み込んで論じたものはなく、独自性のある
論文に仕上がったのだが、推敲が不足していたり様々な誤字。脱字が文章を曇らせているとの指摘を受けた。しかしながら、
論文と演奏が有機的に繋がっており、博士後期課程学位審査として十分な成果を上げているという結論になった。 
